
PDF issue: 2025-07-31

中国語授業における異文化理解教育について
: 理工系大学生対象授業での試みを中心に

小川, 快之

(出版者 / Publisher)
法政大学小金井論集編集委員会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政大学小金井論集 / 法政大学小金井論集

(巻 / Volume)
8

(開始ページ / Start Page)
197

(終了ページ / End Page)
220

(発行年 / Year)
2011-12

(URL)
https://doi.org/10.15002/00007750



中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
中
国
語
の
授
業
に
お
い
て
、
語
学
教
育
（
発
音
・
語
彙
・
文
法
の

教
育
）
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
語
が
育
ま
れ
た
文
化
的
な
背
景
に
関
す
る
教
育
、
つ
ま
り
、
異
文
化
理
解
教
育
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
内
容
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
多
く
の
教
員
が
、
語
彙
や
会
話
文
を
教
え
る
際
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
説

明
を
行
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
す
で
に
相
原
茂
氏
の
著
書
や
小
川
隆
氏
・
陳
仲
奇
氏
・
趙
賢
州
氏
・
洪
潔
清
氏
な
ど
の
論
文
で
、

（
１
）
 

中国語授業における異文化理解教育の必要性に関する指摘がなされている。（２）
そ
の
中
で
も
、
中
国
語
授
業
と
異
文
化
理
解
の
関
係
性
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
小
川
氏
は
、
「
異
文
化
」
を
「
生
身
の
人
間

と
の
交
流
の
な
か
に
現
れ
て
く
る
、
異
質
な
思
考
様
式
と
行
動
様
式
の
総
体
」
で
あ
る
と
考
え
、
異
文
化
理
解
教
育
に
お
け
る
中
国
語
授

業
の
役
割
、
つ
ま
り
、
コ
ト
バ
を
通
じ
て
「
異
文
化
」
そ
の
も
の
を
体
感
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
語
学
科
目
の

内
容
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
背
景
（
発
想
の
違
い
な
ど
）
を
解
説
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
、
「
自
分
の
基
準
で
な
く
、
ひ

と
ま
ず
相
手
の
基
準
を
も
と
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
態
度
を
培
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
語
授
業
に
お
け
る
異
文
化
理
解
教
育
に
つ
い
て

Ｉ
理
工
系
大
学
生
対
象
授
業
で
の
試
み
を
中
心
に
Ｉ

、
は
じ
め
に

小
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し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
中
級
や
上
級
の
中
国
語
教
科
書
で
は
関
連
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
教
科
書
が
あ
る
も
の
の
、
初
級
の
中
国
語
教
科

（
５
）
 

書
で
そ
う
し
た
内
容
に
つ
い
て
一
一
一
一
口
及
し
た
も
の
は
依
然
と
し
て
多
く
は
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
初
級
中
国
語
の
授
業
で
、

「
異
文
化
」
と
し
て
の
中
国
文
化
そ
の
も
の
を
学
習
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
加
え
て
、
高
校
の
世

界
史
の
授
業
で
も
、
異
文
化
理
解
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
中
国
社
会
の
歴
史
的
背
景
や
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
学
習
す
る
内
容
は
あ
ま
り

（
６
）
 

多
く
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
学
、
特
に
理
工
系
で
は
、
初
級
中
国
語
の
授
業
の
受
講
生
に
比
べ
る
と
、
〈
異
文
化
理

解
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
教
科
書
を
使
う
機
会
も
あ
る
）
中
級
・
上
級
中
国
語
の
授
業
を
受
講
す
る
学
生
は
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
大

部
分
の
中
国
語
の
授
業
の
受
講
生
は
、
初
級
、
も
し
く
は
準
中
級
レ
ベ
ル
の
授
業
で
中
国
語
学
習
を
終
え
る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
一
一
一
一
口
え
ば
、
現
在
、
仕
事
の
現
場
を
含
め
、
日
本
と
中
国
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
が
増
加

し
て
、
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
生
、
と
り
わ
け
理
工
系
の
学
生
は
、
大
学
卒
業
ま
で
、
「
異
文
化
」
と

言
え
ば
、
中
醐

と
考
え
ら
れ
る

な
お
、
中
国
語
授
業
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
考
察
し
た
胡
玉
華
氏
は
、
文
法
指
導
に
お
け
る
「
場（
４
）
 

面
つ
き
学
習
」
が
、
中
国
語
が
「
で
き
る
」
力
の
向
上
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
獲
得
に
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
場
面
」
は
、
文
化
的
背
景
（
異
文
化
理
解
）
と
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

言
え
ば
、
中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
や
は
り
、
異
文
化
理
解
教
育
と
の
連
動
が
必
要
で
あ
る

ま
た
、
中
国
語
教
育
の
観
点
か
ら
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
文
化
的
ノ
イ
ズ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
陳
氏
は
、
異

文
化
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
誤
解
の
原
因
と
な
る
文
化
的
ノ
イ
ズ
は
、
言
語
学
習
の
段
階
で
も
、
大
き
な
障
害
物
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
正
体
を
解
明
す
る
に
は
、
社
会
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
多
く
の
学
問
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に

教
育
現
場
で
の
密
接
な
観
察
を
重
視
し
、
具
体
的
な
研
究
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
大
量
な
科
学
的
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
理
論
的
に
解

（
３
）
 

明
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
」
述
べ
て
い
る
。

○ 
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筆
者
が
今
回
実
験
授
業
を
行
っ
た
の
は
、
法
政
大
学
理
工
学
部
・
生
命
科
学
部
の
初
級
中
国
語
レ
ベ
ル
の
授
業
（
週
一
回
、
前
期
・
後

期
、
自
由
選
択
）
の
二
○
一
一
年
度
後
期
の
授
業
（
学
生
数
牽
八
名
）
（
以
下
、
実
験
授
業
①
と
略
称
）
と
Ａ
大
学
理
工
学
術
院
で
、
中

さ
て
、
初
級
中
国
語
の
授
業
に
お
い
て
異
文
化
理
解
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
言
っ
て
も
、
で
は
、
具
体
的
仁
一
一
一
口
っ
て
、
「
何
を
ど
の

よ
う
に
教
え
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
次
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
授
業
の
工
夫
に
関
す
る
研

究
は
、
管
見
の
限
り
、
前
述
し
た
陳
氏
の
論
文
な
ど
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ま
だ
、
多
い
と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
は
、
関
連
研
究
・
教
科
書
・
教
材
等
を
調
べ
る
作
業
と
併
せ
て
、
受
講
す
る

学
生
の
状
況
（
学
生
の
関
心
や
理
解
度
な
ど
〉
を
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
実
際
に
中
国
文
化

に
関
す
る
実
験
授
業
を
行
い
、
そ
れ
に
対
す
る
学
生
の
反
応
を
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
筆
者
が
担
当
し
た
（
理
工
系
の
学
生
を
対
象
と
し
た
）
授
業
で
行
っ
た
試
み
に
つ
い
て
検

証
し
て
み
た
い
。

し
て
の
中
国
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
は
少
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
、
以
前
、
拙
稿
に
お
い
て
、
千
葉
大
学
や
法
政
大
学
の
担
当
授
業
で
行
っ
た
実
験
授
業
を
検

（
７
）
 

証
し
な
が
ら
、
中
国
文
化
に
関
す
る
授
業
の
工
夫
や
そ
の
教
育
的
効
果
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
検
証
例
が
少
な
く
、

そ
こ
で
行
っ
た
試
み
自
体
も
ご
く
初
歩
的
な
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
後
筆
者
が
法
政
大
学
と
Ａ
大
学

の
扣
当
授
業
で
行
っ
た
試
み
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、
理
工
系
の
大
学
生
に
対
す
る
教
育
と
い
う
視
点
も
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
さ
ら
に

具
体
的
な
授
業
の
Ⅱ
夫
の
あ
り
方
や
そ
の
教
育
的
効
果
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

二
、
「
何
を
ど
の
よ
う
に
教
え
る
の
か
」
問
題
と
今
回
の
実
験
授
業
の
内
容

(１９９） 



国
の
言
語
と
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
主
な
目
的
に
設
け
ら
れ
た
「
中
国
語
文
化
入
門
」
の
授
業
（
週
一
回
、
半
期
、
周
由
選
択
）
の
二
○
一

一
年
度
前
期
の
授
業
（
学
生
数
》
五
十
七
名
）
（
以
下
、
実
験
授
業
②
と
略
称
）
、
同
年
度
後
期
の
授
業
（
学
生
数
坐
四
十
七
名
〉
〈
以
下
、

実
験
授
業
③
と
略
称
）
で
あ
る
。
な
お
、
実
験
授
業
①
を
実
施
し
た
授
業
は
、
主
に
小
池
一
郎
他
「
開
門
！
中
国
語
」
（
朝
日
出
版
社
、

二
○
○
八
年
）
を
使
っ
て
、
初
級
中
国
語
の
学
習
作
業
を
行
う
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
授
業
で
あ
る
。
一
方
、
実
験
授
業
②
③
を
実
施

し
た
授
業
は
、
周
先
民
・
高
文
軍
『
こ
れ
か
ら
は
中
国
語
！
」
（
朝
日
出
版
社
、
二
○
二
年
）
を
使
っ
て
初
級
中
国
語
の
学
習
作
業
を

し
な
が
ら
、
筆
者
筒
作
の
プ
リ
ン
ト
（
「
中
国
文
化
を
知
る
」
）
や
視
聴
覚
教
材
を
使
っ
て
中
国
文
化
に
関
す
る
講
義
を
行
う
こ
と
を
基
本

実
験
授
業
の
基
本
方
針
は
、
「
田
本
の
人
々
と
中
国
の
人
々
の
発
想
の
仕
方
や
日
本
社
会
・
中
国
社
会
の
歴
史
的
な
背
景
に
は
違
い
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
」
、
「
中
国
文
化
の
も
つ
多
様
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
」
、
「
中
国
文
化
を
よ
り
多
面
的
に
理

解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
「
中
国
人
の
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
な
ど
に
関
す
る
内
容
」
、
「
中

国
の
生
活
文
化
や
仏
統
文
化
な
ど
、
な
る
べ
く
中
国
の
一
般
庶
民
と
交
流
す
る
際
に
役
立
つ
内
容
」
、
「
中
国
社
会
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ

い
て
理
解
が
深
め
ら
れ
る
内
容
」
な
ど
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
実
験
授
業
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
と
そ
の
内

容
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
１
］
で
あ
る
。

し
な
が
ら
、
筆
者
筒
作
の
一

方
針
と
し
た
授
業
で
あ
る
。

【
表
１
－
実
験
授
業
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
と
授
業
の
概
要

①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
函
中
国
各
地
で
よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
お
茶
の
違
い
、
一
般
に
中
国
で
は
く
体
に
悪
い
と
考
え
て
）
冷
た
い

飲
み
物
が
好
ま
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
関
連
語
彙
の
学
習
も
行
っ
た
。
中
国
文
化
の
も
つ
多
様
性
に

②
「
中
国
料
理
の
話
」
蕊
中
国
料
理
に
は
、
気
候
風
士
の
違
い
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
所
謂

（
８
）
 

誤
ｂ
留
意
し
て
説
明
し
た
。
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（
９
）
 

「
四
大
料
理
」
（
北
京
料
理
・
止
海
料
理
・
囚
川
料
理
・
広
東
料
理
）
に
つ
い
て
、
代
表
的
な
料
理
坐
ｂ
取
川
リ
上
げ
な
が
ら
説
明
し
た
。

③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
》
【
資
料
１
］
参
照
。
知
っ
て
お
く
と
良
い
食
事
習
慣
、
食
事
の
時
に
使
え
る
言
葉
な
ど
に
つ
い
て
説

④
「
中
国
に
お
け
る
人
の
呼
び
方
の
話
」
密
人
の
呼
び
方
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
基
礎
語
彙
、
知
っ
て
お
く
と
良
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

親
し
い
人
に
は
敬
称
を
つ
け
ず
に
フ
ル
ネ
ー
ム
で
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
こ
と
や
日
本
語
の
「
～
さ
ん
」
に
相
当
す
る
万
能
語
は
な
い
一
」

⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
“
【
資
料
二
参
照
。
中
国
社
会
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
中
国

の
伝
統
社
会
（
宋
代
か
ら
清
代
の
社
会
）
に
お
け
る
基
本
的
な
政
治
の
あ
り
方
・
家
族
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
補
足
事
項

と
し
て
、
辮
髪
や
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の
由
来
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

⑥
。
伝
統
中
国
」
の
都
市
と
農
村
の
話
」
卵
【
資
料
３
］
参
照
。
江
戸
時
代
の
日
本
と
は
違
う
点
も
多
い
「
伝
統
中
国
」
（
末
代
か
ら

⑦
「
北
京
の
話
」
率
兀
・
明
・
清
・
中
華
人
民
共
和
国
の
首
都
北
京
の
基
本
的
な
あ
り
方
・
名
所
旧
跡
・
乗
り
物
・
旧
市
街
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
地
図
や
□
ご
己
教
材
を
使
い
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
北
京
玖
迎
作
」
も
紹
介
し
た
。

③
「
中
国
語
の
歌
の
話
」
函
中
国
の
民
歌
や
ポ
ッ
プ
ス
Ⅱ
Ｏ
七
○
℃
（
流
行
歌
曲
）
な
ど
に
関
す
る
基
礎
知
識
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

中
国
民
歌
「
太
湖
船
」
や
」
１
℃
○
℃
「
□
の
二
三
長
」
（
歌
手
、
三
ｍ
二
）
の
カ
バ
１
曲
（
歌
手
》
辛
暁
現
（
ウ
ィ
ー
ー
ー
・
シ
ン
）
）

⑨
「
京
劇
の
世
界
」
》
中
国
の
伝
統
演
劇
で
あ
る
「
京
劇
」
に
関
す
る
基
礎
知
識
（
演
じ
ら
れ
る
物
語
・
役
柄
・
隈
取
り
の
意
味
な
ど
）

（
ｕ
）
 

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
孫
悟
空
が
登
場
す
る
ビ
デ
オ
の
一
部
も
鑑
賞
し
た
。

明
し
た
。

。
伝
統
中
国
」
の
都
市
と
農
村
の
話
」
卵
【
資
料
皇

清
代
）
の
都
市
と
農
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明
し
た

と
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

中
国
民
歌
「（、｝

も
紹
介
し
た

○ 

○ 
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① 

②
わ
り
か
ん
（
Ａ
Ａ
制
〉
は
あ
ま
の
好
ま
れ
な
い
。
若
い
世
代
や
都
市
部
で
は
Ａ
Ａ
制
に
す
る
人
も
い
る
が
…
。

＊
普
通
は
…
。
誘
っ
た
方
が
お
ご
る
。
「
人
７
天
我
清
客
。
」
（
今
日
は
私
が
お
ご
り
ま
す
。
）
と
ニ
ー
ー
ロ
ラ
。
次
回
は
お
ご
ら
れ
た
方
が
誘
う
。

「
下
吹
我
清
咄
！
」
（
次
は
私
が
お
ご
り
ま
し
ょ
う
。
）
な
ど
と
言
う
。
た
だ
、
お
ご
ら
れ
た
方
も
、
一
応
、
払
う
態
度
を
み
せ
る
の

※
わ
、
か
ん
↓
台
湾
で
は
「
各

③
店
員
に
呼
び
か
け
る
時
は
…

（
、
）

【
資
料
１
－
プ
リ
ン
ト
「
中
国
文
化
を
知
る
③
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
の
具
体
的
な
内
容

〈
食
事
を
す
る
と
こ
ろ
》

ア
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
）

《
食
べ
物
ｌ
軽
食
》
「
沢
墜
包
」
（
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
｝
「
比
藍
」
（
ピ
ザ
一
「
蛋
樵
」
｛
ケ
ー
キ
ニ
明
治
」
（
サ
ン
ド
ゥ
↑
チ
ー
「
沐
激

＊
普
通
は
…
。
例
え
ば

（
食
べ
な
い
の
？
）
，

識
し
て
一
百
葉
を
使
う

知
っ
て
お
く
と
よ
い
こ
と
…

「
い
た
だ
き
ま
す
。
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
」
は
言
わ
な
い
。
↓
言
葉
の
使
い
方
↓
日
本
と
中
国
で
は
違
う
こ
と
も
あ
る
。
単
に
日
本

語
を
中
国
語
に
し
て
使
え
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
生
活
習
慣
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

普
通
は
…
。
例
え
ば
、
「
吃
咀
！
」
（
食
べ
ま
し
ょ
う
。
）
と
言
っ
て
食
べ
始
め
…
。
最
後
は
、
同
席
し
た
人
か
ら
、
「
休
不
吃
喝
？
」

（
食
べ
な
い
の
？
）
と
言
わ
れ
、
「
我
不
吃
，
吃
炮
了
。
」
（
食
べ
ま
せ
ん
。
お
腹
が
一
杯
で
す
。
）
と
答
え
て
終
わ
る
。
↑
相
手
を
意

Ｉ
：
：
一
ｉ
Ｅ
二
２
１
「
。

が
礼
儀
。

「
服
各
茂
」
（
店
員
・
従
業
員
）
。
↑
「
小
姐
」
（
女
性
店
員
）
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
少
し
古
い
一
一
一
一
向
い
方
。

「
老
板
」
（
商
店
の
主
人
）
。
「
芳
弩
，
…
」
（
す
み
ま
せ
ん
が
、
…
）
。
↑
人
に
頼
み
事
を
す
る
時
に
使
う
。

「
清
阿
，
…
」
（
お
尋
ね
し
ま
す
が
、
…
）
。
↑
人
に
も
の
を
聞
く
と
き
に
使
う
。

空
事
を
す
る
と
こ
ろ
》
「
餐
斤
」
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
「
菜
槍
」
（
料
理
屋
）
「
茶
棺
」
（
茶
屋
）
「
珈
琲
庁
」
（
カ
フ
ェ
）

「
各
自
付
銭
。
」
と
一
一
一
一
ロ
ラ
。
お
勘
定
↓
「
突
単
。
」

○ 

「
快
餐
店
」
（
フ
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②
伝
統
中
国
の
家
族
に
は
「
イ
三

☆
伝
統
日
本
↓
長
男
が
「
イ
ニ

↓
「
お
家
大
事
」
「
お
家
断
絶
」
。

①
「
士
Ⅱ
武
士
」
で
は
な
い
（
江
戸
時
代
の
日
本
↓
「
士
農
工
商
ご
・
支
配
階
級
Ⅱ
武
士
で
は
な
い
。

☆
十
は
知
識
人
の
こ
と
。
基
本
的
に
は
、
儒
教
の
経
典
な
ど
を
勉
強
し
て
、
科
挙
（
「
科
奉
」
）
Ⅱ
官
僚
任
用
試
験
に
合
格
し
た
知
識

人
が
高
級
官
僚
と
な
り
、
皇
帝
を
支
え
て
政
治
を
行
う
体
制
。

（過）

【
資
料
の
皇
］
プ
リ
ン
ト
「
中
国
文
化
を
知
る
⑤
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
の
具
体
的
な
内
容

中
国
の
伝
統
社
会
↓
安
易
に
江
戸
時
代
の
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
で
考
え
て
は
い
け
な
い
。

↓
同
じ
東
ア
ジ
ア
世
界
で
も
伝
統
社
会
の
あ
り
方
に
は
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

＊
中
国
の
歴
史
の
流
れ
》
中
国
文
明
↓
殿
・
周
↓
春
秋
・
戦
国
時
代
↓

↓
素
・
漢
・
魏
晋
南
北
朝
↓
階
・
唐
ｌ
‐
‐
↓
宋
・
元
１
１
↓
明
・
清
１
１
↓
中
華
民
国
↓
中
華
人
民
共
和
国

＊
中
国
の
伝
統
社
会
（
漢
民
族
）

↓
日
本
の
武
士
Ⅱ
世
襲
。
中
国
の
伝
統
社
会
↓
庶
民
一

よ
り
（
社
会
的
身
分
が
）
流
動
的
な
社
会
で
あ
っ
た

凌
」
（
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）

ｌ
帝
支
配
市
央
集
権
体
制
－
１

↑
伝
統
中
国
１
１
‐
Ｉ
＃
１
１
近
現
代
中
国
ｌ
…

平
安
・
鎌
倉
・
室
町
・
江
戸
※
汀
戸
Ⅱ
「
伝
統
日
本
」

で
は
…
。

（
財
産
）
を
相
続
す
る
。
↓
安
定
性
あ
り
。
「
本
家
」
「
分
家
」
の
区
別
が
あ
る
。

血
族
で
な
い
人
で
も
養
子
に
な
っ
て
「
イ
ニ
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
。

（
男
子
〉
で
も
科
挙
に
合
格
す
れ
ば
高
級
官
僚
に
な
れ
た
。
江
戸
時
代
の
日
本

○ 
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（胴〉

【
資
料
３
］
プ
Ⅲ
ソ
ン
ト
「
中
国
文
化
を
知
る
⑥
「
伝
統
中
国
」
の
都
市
と
農
村
の
話
」
の
具
体
的
な
内
容

中
国
の
伝
統
社
会
に
お
け
る
都
市
と
農
村
↓
江
戸
時
代
の
日
本
の
都
市
と
農
村
の
あ
り
方
と
違
う
点
も
多
い
。

＊
「
伝
統
中
国
」
の
農
村
↓
江
戸
時
代
の
「
ム
ラ
」
的
な
共
同
体
（
村
落
共
同
体
）
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

☆
江
戸
時
代
の
「
ム
ラ
（
村
）
」
と
は
…
。
①
「
ム
ラ
」
の
メ
ン
バ
ー
が
特
定
さ
れ
て
い
た
。
全
体
集
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
「
村
の
オ

キ
テ
（
碇
）
」
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
「
ム
ラ
」
は
、
名
主
（
関
東
）
・
庄
屋
（
関
西
）
な
ど
「
村
方
三
役
」
の
指
導
の
下
、
「
村
の

オ
キ
テ
」
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
②
「
ム
ラ
」
は
、
「
入
会
地
」
（
山
林
）
な
ど
共
同
の
財
産
を
持
ち
、
道
路
の
修
理
な
ど
さ

＊
都
市
と
農
村
↓
「
城
市
含
城
市
ご
↑
（随）

※
「
逃
城
」
（
術
内
へ
行
く
）
。
〈
中
略
）

［
補
足
事
項
］
清
代
（
皇
帝
Ⅱ
満
洲
族
）
の
風
習
Ⅱ
辮
髪
（
「
濟
友
」
）
は
満
洲
族
の
も
の
。
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
（
「
旗
抱
』
も
満
洲
族

の
女
性
の
服
装
に
由
来
。
も
と
も
と
漢
民
族
の
風
習
・
服
装
で
は
な
い
。

争
は
基
本
的
に
「
村
の
オ
キ
テ
」
に
従
っ
て
、
村
内
で
処
理
さ
れ
て
い
た
。
↓
処
罰
（
村
八
分
）
。

↓
父
系
の
血
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ⅱ
宗
族
〈
「
宗
族
」
）
が
つ
く
ら
れ
た
。
世
代
Ⅱ
輩
行
（
「
輩
行
」
）
を
重
視
し
た
秩
序
が
あ
っ
た
。

※
同
世
代
は
名
前
に
同
じ
文
字
や
同
じ
偏
を
使
う
。

☆
伝
統
中
国
の
家
族
の
特
徴
は
…
。

ま
ざ
ま
な
共
同
業
務
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
「
ム
ラ
」
の
メ
ン
バ
ー
の
生
活
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
③
「
ム
ラ
」
で
起
き
た
紛

①
父
系
の
家
族
で
あ
る
。
②
妻
は
別
姓
で
Ｌ

細
分
化
さ
れ
や
す
い
。
↓
不
安
定
性
あ
り
。

（Ｍ｝ 

（
中
略
〉
。

②
妻
は
別
姓
で
あ
る
。
↑
現
在
も
。
韓
国
も
。
③
財
産
は
均
分
相
続
で
あ
る
。
主
に
男
子
。
↓
財
産
が

↑
↓
郷
村
（
「
多
村
」
と
。
地
方
政
府
が
あ
る
都
市
は
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
た
。

（随）
Ｊ
〆
○
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実
験
授
業
①
で
は
、
授
業
が
年
般
の
語
学
授
業
で
あ
る
た
め
、
少
な
め
に
し
て
、
テ
ー
マ
①
②
③
⑤
を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
た
。
実
験

授
業
②
③
で
は
、
「
文
化
入
門
」
を
兼
ね
た
授
業
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
テ
ー
マ
④
⑥
～
⑨
を
加
え
て
授
業
を
行
っ
た
（
た
だ
し
、
実
験

授
業
③
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
間
の
都
合
に
よ
り
、
本
稿
で
検
証
す
る
の
は
テ
ー
マ
①
②
③
⑤
を
使
っ
た
授
業
の
み
）
。
な
お
、
配
布
プ

リ
ン
ト
で
は
、
一
般
教
養
教
育
的
な
観
点
か
ら
考
え
て
、
学
生
〈
特
に
理
工
系
の
学
生
）
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
た
め
に
、

研
究
化
微
妙
な
問
題
が
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
も
、
あ
え
て
（
詳
し
い
補
足
説
明
な
ど
は
加
え
ず
）
や
や
単
純
化
し
て
説
明
し
て
み
た
く
そ

の
た
め
、
説
明
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
余
地
は
多
い
と
思
わ
れ
る
）
。

っ
た
の
で
、
実
験
授
業
征

認
知
度
を
示
し
た
も
の
が

ま
ず
、
実
験
授
業
の
講
義
内
容
に
関
す
る
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
分
析
す
る
前
に
、
説
明
し
た
事
項
に
関
す
る
学
生
の
認
知
度
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
た
い
と
考
え
、
授
業
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
み
た
（
な
お
、
実
験
授
業
②
で
は
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
ら
な
か

っ
た
の
で
、
実
験
授
業
①
③
で
取
り
ｔ
げ
た
内
容
の
み
）
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
実
験
授
業
①
③
で
説
明
し
た
事
項
の
学
生
の

☆ 
「
伝
統
中
国
」
の
農
村
は
…
。
①
農
村
の
メ
ン
バ
ー
が
あ
い
ま
い
。
全
体
集
会
は
な
い
。
②
農
村
の
共
同
財
産
は
あ
る
が
少
な
い
。

道
路
の
修
理
な
ど
は
私
的
に
行
う
か
、
政
府
が
行
う
こ
と
が
多
い
。
③
農
村
内
で
起
き
た
紛
争
は
有
力
者
な
ど
が
調
停
す
る
こ
と
も

「
■

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
従
う
必
要
は
な
く
、
県
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
も
自
由
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
。
「
伝
統
中
国
」
の
農
村
↓
不
安

定
で
流
動
的
↓
人
々
は
生
き
て
行
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
（
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。
↓
人
間
関

係
が
重
視
さ
れ
る
社
会
。
父
系
の
血
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
宗
族
）
も
そ
の
一
つ
。
※
「
打
宮
司
」
（
訴
訟
を
起
こ
す
）
。

三
、
「
学
生
の
認
知
度
」
に
関
す
る
分
析

【
表
２
．
３
］
で
あ
る
。
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【
表
皇
説
明
事
項
に
関
す
る
学
生
の
認
知
度
〈
実
験
授
業
①
よ
り
）
（
学
生
数
》
八
名
）

テ
ー
マ
①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
》
中
国
各
地
で
よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
お
茶
の
違
い
に
つ
い
て
（
一
名
）
。
テ
ー
マ
①
「
中
国
の
飲

み
物
の
話
」
二
殿
に
中
国
で
は
冷
た
い
飲
み
物
が
好
ま
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
（
一
名
）
。
テ
ー
マ
②
「
中
国
料
理
の

話
」
》
『
四
大
料
理
』
に
つ
い
て
（
一
一
名
）
。
テ
ー
マ
③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
四
コ
い
た
だ
き
ま
す
。
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
」

は
一
一
一
一
口
わ
な
い
。
」
こ
と
に
つ
い
て
（
○
名
）
。
テ
ー
マ
③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
麺
「
わ
り
か
ん
（
Ａ
Ａ
制
）
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な

い
。
」
こ
と
に
つ
い
て
〈
○
名
）
。
テ
ー
マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
「
士
Ⅱ
武
士
」
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
（
○
名
）
。
テ

ー
マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
伝
統
中
国
の
家
族
に
は
「
イ
エ
」
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
〈
○
名
）
。
テ
ー

マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
辮
髪
は
満
洲
族
の
風
習
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
〈
○
名
）
。

【
表
皇
説
明
事
項
に
関
す
る
学
生
の
認
知
度
（
実
験
授
業
③
よ
り
）
（
学
生
数
汪
四
十
七
名
）

テ
ー
マ
①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
辨
中
囚
各
地
で
よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
お
茶
の
違
い
に
つ
い
て
（
七
名
）
。
テ
ー
マ
①
「
中
国
の
飲

み
物
の
話
」
二
般
に
中
国
で
は
冷
た
い
飲
み
物
が
好
ま
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
（
五
名
）
。
テ
ー
マ
②
「
中
国
料
理
の

話
」
函
「
四
大
料
理
」
に
つ
い
て
〈
十
一
名
）
。
テ
ー
マ
③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
率
。
い
た
だ
き
ま
す
。
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
。
」

は
言
わ
な
い
。
」
こ
と
に
つ
い
て
（
七
名
）
。
テ
ー
マ
③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
》
「
わ
の
か
ん
（
Ａ
Ａ
制
〉
は
あ
ま
り
好
ま
れ
な

い
。
」
こ
と
に
つ
い
て
（
三
名
）
。
テ
ー
マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
「
十
Ⅱ
武
士
」
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
（
一
一
一
名
）
。
テ

ー
マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
伝
統
中
国
の
家
族
に
は
「
イ
ニ
と
い
う
概
念
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
（
○
名
）
。
テ
ー

マ
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
辮
髪
は
満
洲
族
の
風
習
に
由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
（
三
名
）
。
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後
、
「
講
義
内
容
に
対
す
る
関
心
の
有
無
」
と
「
授
業
内
容
に
関
十

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
が
【
表
４
．
５
】
で
あ
る
。

以
化
の
結
果
を
見
る
と
、
実
験
授
業
①
③
と
も
に
、
テ
ー
マ
①
②
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
知
っ
て
い
た
学
生
が
一
定
数
い
る
こ

と
が
窺
え
る
が
、
テ
ー
マ
③
の
「
わ
り
か
ん
は
あ
ま
ｂ
好
ま
れ
な
い
」
や
テ
ー
マ
⑤
の
内
容
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
碇
が
知
ら
な

い
こ
と
、
全
体
的
に
言
え
ば
、
実
験
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
知
ら
な
い
学
生
が
大
多
数
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

［
表
旦
「
中
国
文
化
を
知
る
」
①
②
③
⑤
に
関
す
る
学
生
の
関
心
度
（
実
験
授
業
③
よ
り
）

①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
》
は
い
（
十
八
名
）
・
ま
あ
ま
あ
（
二
十
八
名
）
。
い
い
え
（
一
名
）

②
「
中
国
料
理
の
話
」
》
は
い
（
二
十
九
名
）
・
ま
あ
ま
あ
〈
十
七
名
）
。
い
い
え
（
一
名
）

【
表
土
「
中
国
文
化
を
知
る
」
①
②
③
⑤
に
関
す
る
学
生
の
関
心
度
（
実
験
授
業
①
よ
り
）

①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
》
は
い
（
二
名
）
・
ま
あ
ま
あ
〈
五
名
）
．
い
い
え
会
名
）

②
「
中
国
料
理
の
話
」
》
は
い
く
川
名
）
・
ま
あ
ま
あ
〈
二
名
）
。
い
い
え
（
二
名
）

③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
》
は
い
く
八
名
）
・
ま
あ
ま
あ
（
○
名
）
．
い
い
え
（
○
名
）

⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
》
は
い
（
一
二
名
）
・
ま
あ
ま
あ
（
四
名
）
．
い
い
え
（
一
名
）

で
は
、
以
止
の
よ
う
な
講
義
内
容
に
対
す
る
学
生
の
反
応
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
験
授
業
①
③
で
は
、
授
業

、
「
講
義
内
容
に
対
す
る
関
心
の
有
無
」
と
「
授
業
内
容
に
関
す
る
感
想
・
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
」
に
つ
い
て
も
、
ア
ン

四
、
「
学
生
の
関
心
」
に
関
す
る
分
析
ｌ
講
義
内
容
に
つ
い
て
（
一
）
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ま
た
、
記
述
部
分
で
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
「
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
一
一
一
口
わ
な
い
こ
と

や
冷
た
い
飲
み
物
を
好
ま
な
い
こ
と
に
驚
い
た
」
「
食
事
習
慣
の
よ
う
な
日
常
樅
活
に
お
け
る
日
本
と
中
国
の
違
い
を
も
っ
と
知
り
た
い

と
思
っ
た
」
（
以
上
、
実
験
授
業
①
の
受
講
生
よ
の
）
。
「
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」
「
ど
れ
も
知
ら
な
い
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
中
国
へ
行
く
と
き
に
中
国
の
習
慣
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
と
感
じ

た
」
「
中
国
で
は
こ
う
す
る
が
、
日
本
で
は
こ
う
す
る
と
い
う
違
い
が
勉
強
に
な
り
ま
す
」
「
日
本
で
は
当
た
り
前
で
あ
る
こ
と
が
、
中
国

で
は
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
面
白
か
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
な
の
か
、
そ
の
他
に
も
あ
る
の
か
、
な
ど
興
味
が
わ
き
ま
し
た
」
「
中
国

の
飲
み
物
や
料
理
の
話
は
、
日
本
と
違
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
」
『
飲
み
物
や
食
事
習
慣
な
ど
、
今
の
中
国
に
行

っ
て
人
と
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
時
に
使
え
る
話
は
実
用
性
も
あ
り
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
」
「
地
域
に
よ
っ
て
飲
み
物
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
し
、
興
味
深
い
と
思
い
ま
し
た
」
「
中
国
の
食
事
習
慣
が
日
本
や
韓
国
と
も
異
な
っ
て
い
る
の
は
興
味

深
か
っ
た
で
す
。
中
国
は
多
民
族
社
会
な
の
で
、
民
族
ご
と
の
習
慣
の
違
い
な
ど
も
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
「
今
ま
で
は
中
国
を
ひ

と
く
く
り
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん
な
に
広
い
の
だ
か
ら
文
化
が
分
か
れ
て
い
る
の
は
当
然
な
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」
「
伝
統

社
会
の
仕
組
み
が
日
本
と
大
き
く
違
う
と
こ
ろ
に
は
驚
い
た
」
「
伝
統
社
会
の
話
は
日
本
と
違
う
部
分
が
多
く
、
と
て
も
た
め
に
な
り
ま

し
た
」
「
日
本
と
違
い
、
中
国
の
社
会
で
「
士
」
が
武
士
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
」
「
中
国
と
日
本

で
は
あ
ま
り
文
化
に
違
い
が
な
い
と
い
う
認
識
で
し
た
が
、
日
本
と
中
国
で
は
細
か
い
と
こ
ろ
で
文
化
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
特
に
「
イ
エ
」
の
話
は
、
ほ
と
ん
ど
日
本
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」
「
中
国
文
化
で
特
に
興
味

を
も
っ
た
の
が
「
イ
エ
」
の
概
念
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
財
産
を
す
べ
て
の
子
供
（
男
子
）
に
均
分
相
続
す
る
の
は
平
等
で
よ
い
と

③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」

⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」

Ｉよ｛よ
いい

（
一
一
十
一
一
一
名
）
・
ま
あ
ま
あ
（
二
十
一
》
名
）
。
い
い
え
（
二
名
）

〈
十
七
名
）
・
ま
あ
ま
あ
（
二
十
石
名
）
．
い
い
え
（
五
名
）
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以
上
の
結
果
を
見
る
と
、
実
験
授
業
①
③
と
も
に
、
全
体
的
に
「
い
い
え
」
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
、
特
に
テ
ー
マ
②
③
に
対
す
る

学
生
の
関
心
度
が
高
い
こ
と
、
ま
た
、
理
工
系
の
学
生
の
中
で
も
テ
ー
マ
⑤
と
い
っ
た
歴
史
的
な
話
題
に
関
心
を
も
つ
学
生
が
少
な
か
ら

ず
い
る
こ
と
（
「
は
い
」
は
全
体
か
ら
一
一
一
一
口
っ
て
四
割
弱
程
度
）
が
確
認
で
き
る
。
全
体
的
に
「
い
い
え
」
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
は
、

【
表
２
．
皇
や
「
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
」
と
い
う
学
生
の
感
想
か
ら
考
え
る
と
、
初
め
て
知
っ
た
新
鮮
さ
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
感
想
の
内
容
を
見
る
と
、
「
日
本
と
中
国
で
は
発
想
の
仕
方
や
歴
史
的
な
背
景
に
違
い
が
あ
る
こ
と
」
や

「
中
国
文
化
の
も
つ
多
様
性
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
い
う
前
述
し
た
授
業
の
基
本
方
針
が
学
生
に
一
定
程
度
理
解
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
感
想
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
義
内
容
が
「
異
文
化
」
と
し
て
の

中
国
文
化
に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
喚
起
し
て
い
る
こ
と
も
窺
え
る
。

以
上
、
実
験
授
業
①
③
を
中
心
に
検
証
し
て
き
た
が
、
よ
り
多
く
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
実
験
授
業
②
で
は
、
学
生
の
具
体
的
な
反

応
を
知
る
た
め
に
、
期
末
試
験
で
、
「
講
義
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
関
心
を
も
っ
た
事
項
を
選
び
（
複
数
可
）
、
①
選
ん
だ
テ
ー
マ
、
②
そ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
説
明
、
③
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
考
察
（
関
心
を
も
っ
た
理
由
、
「
な
ぜ
…
？
」
と
思
っ
た
こ
と
、
他
の
国
の
文
化
と

比
較
し
て
考
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
）
を
詳
し
く
書
く
」
と
い
う
問
題
を
出
し
て
み
た
。
試
験
は
「
筆
記
用

具
以
外
（
机
化
）
持
ち
込
み
不
可
」
と
し
て
い
る
た
め
、
学
堆
が
書
く
内
容
を
じ
っ
く
り
準
備
で
き
る
よ
う
に
、
以
上
の
内
容
は
、
事
前

に
学
生
に
知
ら
せ
て
お
い
た
。
学
生
が
試
験
で
考
察
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
を
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
た
結
果
が
【
表
６
］
で
あ

思
い
ま
し
た
が
、
「
イ
エ
」
を
相
続
し
な
い
こ
と
は
蝉

れ
ま
し
た
」
（
以
ｋ
、
実
験
授
業
③
の
受
講
他
よ
わ
）
。

五
、
「
学
生
の
関
心
」
に
関
す
る
分
析
Ｉ
講
義
内
容
に
つ
い
て
（
二
）

を
相
続
し
な
い
こ
と
は
安
定
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
、
は
じ
め
て
日
本
の
相
続
制
度
の
利
点
を
知
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な
お
、
学
牛
の
考
察
部
分
に
は
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
た
。
「
中
国
人
が
お
茶
を
夏
で
も
熱
い
ま
ま
飲
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
、
中
国
に
留
学
し
て
い
た
高
校
の
友
人
が
夏
で
あ
ろ
う
と
熱
い
方
が
味
も
出
て
よ
り
お
い
し
く
飲
め
る

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
最
も
興
味
が
わ
い
た
」
『
私
も
中
華
料
理
を
食
べ
た
こ
と
は
何
度
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
食
文

化
が
違
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
…
…
食
事
の
際
、
全
員
が
揃
っ
て
か
ら
食
べ
た
り
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
珍
し
い
方
だ
っ
た
の
で
、

日
本
は
特
殊
な
の
か
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
」
「
こ
の
テ
ー
マ
に
関
心
を
持
っ
た
理
由
は
、
小
学
生
の
時
に
、
少
し
内
容
は
違
い
ま
す
が
、

中
国
の
食
事
文
化
に
つ
い
て
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
す
。
小
学
生
の
時
に
習
っ
た
の
は
「
中
国
で
は
、
食
べ
終

わ
っ
て
、
も
う
お
腹
が
一
杯
に
な
っ
た
時
は
、
料
理
を
少
し
残
し
て
「
お
腹
が
汪
杯
で
す
」
と
い
う
こ
と
を
示
す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
少
し
残
す
」
と
い
う
こ
と
が
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
と

「
い
た
だ
き
ま
す
」
や
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
中
国
人
は
食
事
に
関
し
て
は
、
一
一
一
一
口
葉
で
一
一
一
一
口
っ
て
感

謝
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
態
度
で
示
し
て
感
謝
す
る
の
か
と
考
え
ま
し
た
」
「
日
本
の
江
戸
時
代
は
、
農
民
や
商
人
の
身
分
の
人
た
ち
は

ほ
と
ん
ど
権
力
者
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
家
柄
に
よ
っ
て
身
分
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
社
会
で
あ
っ
た
の
で
、
中
国
と
比
較

す
る
と
閉
鎖
的
な
社
会
で
あ
っ
た
の
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。
…
…
科
挙
が
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
さ
ら
に
知
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
。

る
（
複
数
回
答
あ
り
）
。

【
表
６
】
学
生
が
考
察
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
講
義
テ
ー
マ

①
「
中
国
の
飲
み
物
の
話
」
（
十
三
名
）
。
②
「
中
国
料
理
の
話
」
（
十
五
名
）
。
③
「
中
国
の
食
事
習
慣
の
話
」
（
十
七
名
）
。
④
「
中
国

に
お
け
る
人
の
呼
び
方
の
話
」
三
名
）
。
⑤
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
話
」
（
玉
名
〉
。
⑥
「
「
伝
統
中
国
」
の
都
市
と
農
村
の
話
」
〈
茄
名
）
。

⑦
「
北
京
の
話
」
二
名
）
。
③
「
中
国
語
の
歌
の
話
」
（
一
一
名
）
。
⑨
「
京
劇
の
世
界
」
（
一
一
一
名
）
。
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以
卜
、
講
義
内
容
に
対
す
る
学
生
の
反
応
に
つ
い
て
検
証
し
て
き
た
が
、
実
験
授
業
②
で
は
、
今
後
の
授
業
計
画
を
考
え
る
士
で
、
さ

ら
に
、
講
義
テ
ー
マ
以
外
に
つ
い
て
、
「
学
生
が
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
関
心
を
も
つ
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
幅
広
く
把

握
し
て
み
た
い
と
思
い
、
ま
た
、
学
生
の
中
国
文
化
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
高
め
た
い
と
い
う
教
育
上
の
意
図
も
あ
り
、
期
末
試
験
で
は
、

上
記
の
課
題
に
加
え
、
学
生
が
中
国
文
化
に
関
し
て
自
主
調
査
を
す
る
課
題
も
出
し
て
み
た
。
具
体
的
に
は
、
「
授
業
内
容
以
外
に
つ
い

て
、
事
前
に
自
分
で
中
国
文
化
（
こ
こ
で
は
幅
広
く
考
え
て
、
中
国
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
よ
い
と
い
う
よ
う
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し

た
）
に
つ
い
て
調
べ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
事
前
に
覚
え
て
、
①
テ
ー
マ
（
複
数
可
）
、
②
そ
の
内
容
の
説
明
、
③
そ
の
内
容
に
関
す
る
考

以
卜
の
結
果
を
見
る
と
、
テ
ー
マ
①
②
③
と
い
っ
た
食
文
化
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
多
く
の
学
生
が
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
中
で
も
、
異
文
化
理
解
的
に
雨
要
な
内
容
を
念
ん
だ
テ
ー
マ
③
に
対
す
る
関
心
度
が
高
い
点
は
注
目
で
き
る
。
ま
た
、
テ
ー
マ
⑤
⑥

と
い
っ
た
歴
史
的
な
話
題
に
関
心
を
も
つ
学
生
が
一
定
数
い
る
こ
と
も
分
か
る
。
こ
う
し
た
結
果
は
実
験
授
業
①
③
の
結
果
と
も
ほ
ぼ
合

致
し
て
い
る
。
ま
た
、
考
察
の
内
容
を
見
る
と
、
講
義
内
容
以
外
の
異
文
化
理
解
に
関
す
る
事
柄
と
も
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
記
述
も

み
ら
れ
、
試
験
問
題
と
し
た
こ
と
が
、
「
異
文
化
」
と
し
て
の
中
国
文
化
に
対
す
る
学
生
の
関
心
度
や
理
解
度
を
よ
り
高
め
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
な
お
、
実
験
授
業
①
③
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、
テ
ー
マ
⑤
な
ど
、
選
択
し
た
テ
ー
マ
以
外
に
つ
い
て
も
、
〈
学
生
肩
身
が

あ
ま
り
考
察
を
深
め
ら
れ
な
い
の
で
、
考
察
テ
ー
マ
に
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
）
学
生
が
関
心
を
も
っ
た
テ
ー
マ
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
学
生
の
関
心
度
が
高
く
な
く
て
も
、
教
育
化
必
要
な
内
容
は
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

こ
う
し
た
学
生
の
関
心
度
を
過
度
に
重
視
す
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
学
生
の
学
習
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か

ら
言
え
ば
、
授
業
計
画
を
練
る
比
で
、
こ
う
し
た
学
生
の
関
心
度
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
『
学
生
の
関
心
」
に
関
す
る
分
析
Ｉ
学
生
の
自
主
調
査
に
つ
い
て
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察
を
詳
し
く
書
く
」
と
い
う
形
式
で
実
施
し
た
。
学
生
が
向
分
で
興
味
を
も
っ
て
調
べ
た
テ
ー
マ
を
内
容
別
に
大
ま
か
に
分
類
し
た
結
果

が
【
表
二
で
あ
る
。

④
中
国
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
（
六
名
）

③
中
国
の
医
療
・
武
術
に
つ
い
て
（
六
名
）

「
中
国
の
武
術
」
（
一
一
名
）
。
「
中
医
学
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
太
極
拳
」
（
二
名
）
。
「
気
功
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。

②
現
代
中
国
の
政
治
・
社
会
情
勢
に
つ
い
て
（
十
七
名
）

【
表
Ｌ
学
生
の
「
中
国
文
化
」
に
関
す
る
自
主
調
査
テ
ー
マ

①
中
国
人
の
生
活
文
化
・
牛
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
に
つ
い
て
三
十
五
名
〉

「
中
国
人
の
結
婚
に
関
す
る
価
値
観
の
変
化
・
恋
愛
に
つ
い
て
」
三
名
）
。
「
中
国
で
の
買
い
物
に
つ
い
て
」
（
九
名
〉
。
「
中
国
で
の

ゴ
ミ
の
捨
て
方
に
つ
い
て
」
（
一
一
一
名
）
。
「
謝
罪
に
見
る
中
国
文
化
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
食
文
化
に
つ
い
て
」
（
二
名
）
。
「
中
国
の
化

粧
の
文
化
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
中
国
と
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
店
の
人
々
の
習
慣
」
三
名
）
。
「
中
国
の

入
づ
き
合
い
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
中
国
と
の
習
慣
の
違
い
」
（
一
名
）
。
「
中
国
人
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の

ト
イ
レ
に
つ
い
て
」
（
名
）
。
「
中
国
人
と
日
本
人
の
考
え
方
」
ご
名
）
。

「
中
国
で
の
著
作
権
に
つ
い
て
」
（
■
名
）
。
「
中
国
の
卓
球
衰
退
の
理
由
」
〈
呼
名
）
。
「
中
国
の
交
通
に
つ
い
て
」
（
三
名
）
。
「
中
国
の

教
育
に
つ
い
て
」
ご
名
〉
。
「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の
保
護
と
人
気
」
二
名
）
。
「
現
代
中
国
の
若
者
の
暮
ら
し
方
～
嶬
族
と
呼
ば

れ
る
人
達
に
つ
い
て
～
」
（
一
名
）
。
「
中
凶
の
携
帯
電
話
市
場
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
一
人
っ
子
政
策
の
利
点
と
欠
点
」
二
名
）
。

「
日
本
人
が
あ
り
得
な
い
と
思
う
こ
と
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
政
治
に
つ
い
て
」
（
二
名
）
。
「
現
代
中
国
の
身
分
証
明
書
」
（
一
名
）
。

「
中
国
の
死
刑
制
度
」
（
名
）
。
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以
止
の
内
容
を
見
る
と
、
学
生
の
関
心
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
異
文
化
理
解
と
直
接
的
に
関
連
し

て
く
る
中
国
人
の
生
活
文
化
・
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
、
講
義
テ
ー
マ
に
対
す
る
関
心
度
と
同
様
に
比

較
的
に
多
く
の
学
生
の
関
心
を
集
め
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
中
国
人
の
生
活
文
化
・
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
に
関
す

る
学
生
の
具
体
的
な
考
察
で
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
た
。

「
中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
特
徴
と
し
て
、
話
す
速
さ
が
速
い
、
声
が
大
き
い
、
自
己
主
張
が
強
い
、
組
織
よ
り
個
人
、
豊
か
さ
Ⅱ
お
金

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
中
国
は
競
争
社
会
で
あ
る
た
め
、
自
己
主
張
を
し
な
い
と
逆
に
自
分
が
不
利
な
立
場
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
日
本
人
は
逆
に
声
が
小
さ
い
、
自
己
主
張
が
少
な
い
、
組
織
と
い
う
考
え
方
が
強
い
、
豊
か
さ
Ⅱ
ラ
ィ
フ
ス
タ
ィ
ル

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
国
人
の
場
合
、
意
見
を
一
一
一
一
口
う
と
き
に
「
自
分
は
こ
う
思
う
」
と
い
う
の
を
し
っ
か
り
い
う
の
に
対
し
、

日
本
人
は
「
～
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
あ
ま
り
自
分
の
意
見
を
断
定
し
な
い
た
め
、
相
手
に
考
え
が
伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

「
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の
歴
史
」
（
一
一
一
名
）
（

⑤
中
国
の
一
一
一
口
語
文
化
に
つ
い
て
（
五
名
）

「
中
国
と
日
本
で
意
味
が
違
う
熟
語
や
漢
字
」
（

⑥
中
国
の
演
劇
・
映
画
・
音
楽
に
つ
い
て
（
一
一
一
名
）

⑦
中
国
の
臓
史
・
古
典
小
説
に
つ
い
て
（
七
名
）

「
（
秦
始
皇
帝
陵
）
兵
馬
偏
坑
」
〔
名
〉
。
「
、

「
中
国
の
映
像
文
化
～
ド
ラ
マ
と
映
画
か
ら
見
る
日
中
の
違
い
～
」
（
一
名
〉
。
「
中
国
の
演
劇
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
音
楽
」
（
名
）
。

「
中
国
人
の
名
前
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
日
本
人
意
識
に
あ
る
「
中
国
人
の
話
し
方
Ⅱ
～
ア
ル
、
～
力
？
」
に
つ
い
て
」
二
名
）
。

「
中
国
と
日
本
で
意
味
が
違
う
熟
語
や
漢
字
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
外
来
語
の
表
記
」
つ
名
）
。
「
中
国
の
漢
字
」
（
一
名
）
。

「
（
秦
始
皇
帝
陵
）
兵
馬
偏
坑
」
（
Ｆ

て
」
ご
名
）
。
「
水
涌
伝
」
（
一
名
）
。

（
一
一
一
名
）
。
「
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
つ
い
て
」
（
一
名
）
。
「
中
国
の
春
節
・
年
末
年
始
の
行
事
に
つ
い
て
」
（
二
名
）
。

「
中
国
の
世
界
遺
産
」
（
一
名
〉
。
「
一
一
一
国
志
に
つ
い
て
」
（
二
名
）
。
「
項
羽
と
劉
邦
に
つ
い
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す
。
…
…
私
が
な
ぜ
こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
の
か
と
い
う
と
、
最
近
日
本
の
企
業
は
中
国
人
獲
得
に
向
か
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
日
本
人
と

中
国
人
の
差
は
な
ん
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
…
…
中
国
と
曰
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
に
は
礼
儀
や
ル
ー
ル
に
関
し
て
多
く
の
違
い
が

あ
る
そ
う
な
の
で
、
中
国
人
と
接
す
る
時
に
は
失
礼
の
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」
。

「
中
国
で
は
、
初
対
面
の
人
に
は
あ
ま
り
親
切
に
し
な
い
と
い
う
文
化
が
あ
る
そ
う
で
す
。
な
の
で
、
飲
食
店
な
ど
の
店
員
の
態
度
が

非
常
に
素
っ
気
無
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
逆
に
親
し
い
間
柄
に
な
る
と
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
…
…
ま
た
、
親
し
い
人
へ
の
気
持
ち
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
自
宅
に
呼
び
料
理
を
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
文
化
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
料
理
は
食
べ
き
れ
な
い
く
ら
い
出
す
の
が
も
て
な
す
側
で
は
良
い
と
さ
れ
、
逆
に
客
側
と
し
て
は
全
部
食
べ
て
し
ま
う
の
は

失
礼
と
な
る
そ
う
で
す
。
．
…
：
入
づ
き
合
い
の
文
化
も
日
本
と
は
大
分
違
っ
て
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
…
…
中
国
に
旅
行
に
行
っ
た
時

に
、
店
員
の
態
度
が
素
っ
気
無
い
態
度
で
も
腹
を
立
て
ず
に
「
文
化
の
違
い
な
ん
だ
」
と
考
え
る
の
が
正
し
い
対
応
だ
と
思
い
ま
し
た
」
。

「
中
国
人
の
人
と
の
接
し
方
は
多
少
冷
た
く
映
る
こ
と
が
多
々
あ
る
そ
う
で
す
。
…
…
し
か
し
、
根
気
よ
く
関
係
を
続
け
て
い
れ
ば
、

中
国
人
は
驚
く
ほ
ど
親
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
そ
う
で
す
。
…
…
体
調
を
崩
し
た
わ
す
れ
ば
親
身
に
な
っ
て
介
抱
し
て
く
れ
た
り
す
る

そ
う
で
す
。
…
…
中
国
人
は
冷
た
い
と
い
う
評
価
は
適
さ
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
人
が
む
や
み
に
他
人
に
愛
想
を
振
り
ま
く

こ
と
が
な
い
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
人
間
自
体
が
冷
た
い
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
気

を
許
し
た
人
に
だ
け
、
本
当
の
自
分
を
見
せ
る
の
で
あ
り
、
元
々
は
親
切
な
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
」
。

「
中
国
に
お
い
て
店
の
人
は
買
う
人
に
対
し
て
、
売
っ
て
「
あ
げ
る
」
と
い
う
態
度
な
の
で
か
な
り
無
愛
想
だ
そ
う
で
す
。
…
…
今
回

文
化
の
違
い
に
つ
い
て
調
べ
て
、
自
分
の
国
の
文
化
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
他
国
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
も
重
要
で

文
化
の
違
い
に
つ
い
て
調
べ
て
、
白

あ
る
こ
と
が
再
認
識
で
き
ま
し
た
」
。

「
中
国
で
は
、
品
物
を
買
っ
た
お
客
さ
ん
に
対
し
て
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
は
言
わ
な
い
そ
う
で
す
。
客
の
方
か
ら
「
朔

耐
！
」
（
あ
り
が
と
う
）
と
言
う
の
が
普
通
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
日
本
の
よ
う
に
「
お
客
様
は
神
様
」
と
い
っ
た
考
え
は
な
く
、
店
側
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以
上
の
学
生
の
考
察
内
容
を
見
る
と
、
中
国
人
の
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
調
べ
て
考
察
し

た
記
載
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
授
業
の
講
義
内
容
（
テ
ー
マ
③
な
ど
）
が
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
対
す
る
学
生
の
関
心
を
喚

起
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
期
末
試
験
に
お
け
る
自
主
調
査
の
課
題
が
「
異
文
化
」
と
し
て
の
中
国
文
化
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
作
業
と
し
て
教
育
的
効
果
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
今
後
さ
ら
に
上
記
の
内
容
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
講
義
で
中
国
人
の
生
活

文
化
・
生
活
習
憤
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
よ
り
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
よ
り
学

（
岨
〉

生
の
関
心
度
や
理
解
度
を
高
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
へ
う
回
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
学
生
の
理
解
を
よ
り
深
く

確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
期
末
試
験
で
は
な
く
、
中
間
試
験
な
ど
で
出
題
し
、
試
験
後
、
教
員
が
適
宜
コ
メ
ン

ト
を
加
え
る
と
い
う
作
業
を
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
み
る
価
値
は
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

淡
〃
臼
さ
」
が
現
れ
て
い
て
、

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」
。

に
「
売
っ
て
あ
げ
た
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
か
后

そ
う
で
す
。
…
…
日
本
で
は
、
品
物
や
お
つ
り
か

国
は
違
う
の
だ
と
知
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
。

以
ｋ
、
本
稿
で
は
、
初
級
中
国
語
授
業
に
お
け
る
異
文
化
理
解
教
育
に
つ
い
て
考
察
す
る
作
業
の
一
環
と
し
て
、
理
工
系
の
大
学
生
を

対
象
と
し
た
授
業
（
法
政
大
学
理
工
学
部
・
生
命
科
学
部
と
Ａ
大
学
理
工
学
術
院
の
担
当
授
業
）
で
行
っ
た
実
験
授
業
の
内
容
に
つ
い
て

「
同
じ
ア
ジ
ア
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
整
形
に
対
し
て
の
考
え
が
全
く
違
う
そ
う
で
す
。
…
…
日
本
人
の
化
粧
は
「
主
張
や
感
情
の

Ｈ
さ
」
が
現
れ
て
い
て
、
中
国
人
の
化
粧
は
「
熱
い
気
質
」
が
見
受
け
ら
れ
、
韓
国
人
は
「
は
っ
き
り
し
た
主
張
や
感
情
」
が
見
ら
れ

七
、
お
わ
り
に

と
い
う
考
え
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
商
品
や
お
つ
り
を
渡
す
時
に
投
げ
る
よ
う
に
渡
す
こ
と
が
あ
る

で
は
、
品
物
や
お
つ
り
を
投
げ
た
ら
、
失
礼
な
店
員
だ
な
あ
と
か
不
親
切
だ
な
あ
と
感
じ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
中
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検
証
し
て
き
た
。
今
回
の
検
証
結
果
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
、
実
験
授
業
で
実
施
し
た
「
中
国
人
の
生
活
文
化
・
能
活
習
慣
・
思
考
様

式
・
行
動
様
式
や
中
国
社
会
の
歴
史
的
な
背
景
な
ど
に
関
す
る
講
義
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
多
く
の
大
学
生
〈
特
に
理
工
系
の
学
生
）
が

知
ら
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
内
容
を
実
験
授
業
で
知
っ
て
、
そ
う
し
た

事
柄
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
学
生
が
い
る
こ
と
も
窺
え
た
。
さ
ら
に
、
理
工
系
の
学
生
の
中
で
も
、
伝
統
社
会
に
関
す
る
歴
史
的
な

話
題
に
関
心
を
も
つ
学
生
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
（
今
回
の
試
み
で
は
四
割
弱
程
度
）
も
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
「
学
生
に
よ
る
自
主

調
査
も
取
り
入
れ
た
試
験
問
題
」
が
、
「
異
文
化
」
と
し
て
の
中
国
文
化
に
対
す
る
学
生
の
関
心
度
・
理
解
度
（
特
に
「
日
本
の
人
々
と

中
国
の
人
々
の
発
想
の
仕
方
や
日
本
社
会
・
中
国
社
会
の
歴
史
的
な
背
景
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
対
す
る
理
解
度
」
）
を
高
め
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
講
義
内
容
に
関
し
て
も
、
学
生
の
爲
主
調
査
テ
ー
マ
に
関
し
て
も
、
中
国
人
の
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・

行
動
様
式
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
興
味
を
感
じ
る
学
生
が
比
較
的
に
多
か
っ
た
が
、
こ
う
し
た
内
容
に
関
す
る
教
育
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
、
中
国
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
ｋ
で
重
要
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
の
授
業
で
は
、
さ

ら
に
関
連
し
た
授
業
の
工
夫
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
筆
者
の
説
明
方
法
が
未
熟
な

た
め
、
学
生
の
関
心
を
喚
起
で
き
て
い
な
い
だ
け
で
、
説
明
方
法
な
ど
を
工
夫
す
れ
ば
、
学
椎
の
関
心
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
テ

ー
マ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
学
生
の
闘
主
調
査
の
結
果
か
ら
考
え
る
と
、
学
生
の
関
心
は
多
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、

よ
り
多
く
の
学
生
に
中
国
文
化
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
初
級
中
国
語
の
授
業
で
、
た
と
え
入
門
的
な
内
容
で
あ
っ
て
も
、

中
国
文
化
に
関
す
る
幅
広
い
話
題
を
紹
介
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
現
実
的
に
、
「
文
化
入
門
」
の
授
業
で
は
な

い
一
般
の
初
級
の
中
国
語
の
授
業
の
場
合
は
、
多
く
の
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
特
に
、
中
国
語
の
授
業
以
外

に
、
中
国
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
が
少
な
い
理
ｒ
系
の
学
生
の
場
合
は
、
（
そ
の
必
要
性
を
考
え
る
と
）
、
中
国
人
の
生
活
習

慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
に
関
す
る
内
容
な
ど
を
、
語
学
教
育
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
少
し
で
も
多
く
導
入
す
る
こ
と
は
教
育
上
必
要

な
作
業
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
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な
お
、
今
回
の
実
験
授
業
で
行
っ
た
中
国
人
の
生
活
習
慣
・
思
考
様
式
・
行
動
様
式
な
ど
に
関
す
る
講
義
内
容
は
、
分
量
と
し
て
は
あ

ま
り
多
く
は
な
い
の
で
、
中
国
語
授
業
と
異
文
化
理
解
教
育
の
連
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
今
後
も
、
さ
ら
に
教
材
と
な
り
う
る
テ
ー
マ

の
開
拓
や
そ
れ
を
活
用
し
た
授
業
方
法
の
工
夫
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
有
効
性
が
高
い
教
育
方
法
を
探
求
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
理
工
系
の
学
生
を
対
象
と
し
た
授
業
を
中
心
に
分
析
し
た
が
、
さ
ら
に
理
工
系
以
外
の
学
生
を
対
象
と

し
た
授
業
に
お
け
る
状
況
も
検
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
読
者
の
方
々
の
ご
教
示
を
賜
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

註

（
１
）
各
氏
の
著
書
・
論
文
は
以
下
の
と
お
り
。
相
原
茂
『
中
国
語
の
学
び
方
」
（
東
方
書
店
、
一
九
九
九
年
〉
。
小
川
隆
．
異
文
化
」
理

解
の
た
め
の
初
修
外
国
語
ｌ
中
国
語
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
一
「
論
集
〈
駒
澤
大
学
〉
’
五
五
二
○
○
二
年
）
．
陳
仲
奇
「
異
文

化
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
文
化
的
ノ
イ
ズ
に
関
す
る
一
考
察
Ｉ
日
本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
の
場
合
」
一
「
成
践
大
学

一
般
研
究
報
告
』
三
『
二
○
○
○
年
一
＄
趙
賢
州
「
論
外
語
教
学
与
文
化
導
入
Ｉ
兼
論
教
学
模
式
ｌ
」
一
『
外
国
語
科
研
究
紀

要
〈
東
京
大
学
教
養
学
部
〉
』
四
○
’
五
、
一
九
九
二
年
）
。
洪
潔
漬
「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
文
化
紹
介
の
必
要
性
」
ｓ
新
島
学

園
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
一
二
、
二
○
○
一
年
）
。
な
お
、
「
異
文
化
」
と
し
て
中
国
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
の
必
要
性
に
関
し
て

は
、
一
一
一
潴
正
道
「
日
中
異
文
化
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
論
序
説
（
そ
の
二
～
（
そ
の
一
一
一
）
」
（
『
中
国
研
究
〈
麗
澤
大
学
〉
』
一
○
、

一
一
、
一
二
、
一
一
○
○
一
一
、
一
一
○
○
一
一
一
、
一
一
○
○
四
年
）
な
ど
で
も
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
 

（
３
）
 
前
掲
陳
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
文
化
的
ノ
イ
ズ
に
関
す
る
一
考
察
」
。

三
、
一
一
一
、
’
’
○
○
一
一
、
一
一
○
○
一
一
｜
、
一
一
○
○
四
年
）

前
掲
小
川
。
異
文
化
」
理
解
の
た
め
の
初
修
外
国
語
」
。
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（
５
）
異
文
化
理
解
教
育
を
意
識
し
た
初
級
教
科
書
と
し
て
は
、
相
隙
茂
・
陳
淑
梅
・
飯
田
敦
子
「
日
中
い
ぶ
こ
み
広
場
」
（
朝
日
出
版
社
、

二
○
三
年
一
な
ど
が
あ
る
．
蓑
中
級
教
科
書
で
は
、
池
田
貞
子
歪
国
珊
「
中
国
っ
て
こ
ん
な
国
１
１
素
顔
の
「
漢
流
」

生
活
’
一
《
朝
日
出
版
社
二
○
○
八
年
『
林
暁
光
と
葛
慧
芽
「
伝
統
と
新
し
い
中
国
人
ｌ
日
本
人
と
の
比
較
ｌ
」
百
帝

（
４
）
胡
玉
華

方
書
店
、

－－へ

６ 
、－－

－－へ

ア
ーーー

－－へ－－へ〆￣～

1０９８ 
－－－～－－～－－ 

拙
稿
二
末
１

年
）
等
参
照
。

拙
稿
「
中
国
幸

生
活
’
一
一
朝
日
出
版
社

社
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
が

拙
稿
「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
中
国
文
化
紹
介
の
試
み
」
（
『
言
語
文
化
論
叢
〈
千
葉
大
学
〉
」
一
一
一
、
一
一
○
○
九
年
）
。
な
お
、
関
連

し
た
授
業
の
工
夫
と
し
て
、
歌
の
活
用
に
重
点
を
置
い
た
試
み
も
行
っ
た
（
以
下
の
文
献
参
照
）
。
拙
稿
「
中
国
語
授
業
に
お
け
る

歌
の
活
用
の
有
効
性
に
つ
い
て
」
（
『
一
一
一
口
語
文
化
論
叢
〈
千
葉
大
学
〉
』
四
、
二
○
一
○
年
）
。
櫻
井
拓
也
・
筆
者
共
著
「
外
国
語
教

育
に
お
け
る
歌
の
活
用
と
異
文
化
理
解
に
つ
い
て
’
一
‐
句
○
℃
の
カ
バ
ー
曲
を
使
っ
た
試
み
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
異
文
化
コ
ミ
ュ

ー
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
〈
神
田
外
語
大
学
〉
』
一
二
、
一
一
○
一
一
年
）
。
ま
た
、
京
劇
紹
介
に
重
点
を
置
い
た
試
み
も
行
っ
た
〈
以
下

の
文
献
参
照
一
Ⅷ
拙
稿
「
授
業
の
１
夫
⑮
京
劇
紹
介
の
試
み
」
一
『
小
溪
ｌ
「
高
校
中
国
語
教
育
」
の
流
れ
を
つ
く
る
〈
国
際
文
化

の
文
献
参
照
）
。
拙
稿
「
授
業
の
工
梅

フ
ォ
ー
ラ
ム
〉
』
三
八
、
一
一
○
○
八
年

前
掲
拙
稿
「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
甥

前
掲
拙
稿
「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
＋

前
掲
拙
稿
「
中
国
語
授
業
に
お
け
る
証

用
と
異
文
化
理
解
に
つ
い
て
」
参
照
。

「
「
末
ｌ
清
代
中
国
の
法
律
と
社
会
」
案
内
三
歴
史
と
地
理
Ｉ
世
界
史
の
研
究
〈
山
川
出
版
社
〉
』
「
三
○
二
一
○
一

「
中
国
語
教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
Ｉ
「
わ
か
る
」
中
国
語
か
ら
「
で
き
る
」
中
国
語
へ
Ｉ
」
策

「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
中
国
文
化
紹
介
の
試
み
」
参
照
。

「
中
国
語
教
育
に
お
け
る
中
国
文
化
紹
介
の
試
み
」
参
照
。

「
中
国
語
授
業
に
お
け
る
歌
の
活
用
の
有
効
性
に
つ
い
て
」
、
前
掲
櫻
井
・
筆
者
共
著
「
外
国
語
教
育
に
お
け
る
歌
の
活

一
○
○
九
年
）
。

な
ど
が
あ
る
。

一
○
○
八
年
）
。
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盃
）
こ
の
部
分
に
は
、
城
壁
が
あ
る
地
方
都
市
の
様
子
が
視
覚
的
に
分
か
る
よ
う
に
、
清
代
の
地
方
志
で
あ
る
同
治
「
鉛
山
県
志
」
巻

首
所
掲
の
絵
図
（
清
代
の
江
西
省
鉛
山
県
の
様
子
を
描
い
た
も
の
）
を
添
付
し
た
。

（
Ⅳ
）
こ
の
部
分
に
は
、
江
戸
時
代
の
「
ム
ラ
」
と
「
伝
統
中
国
」
の
農
村
に
お
け
る
紛
争
の
処
理
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
図
を
添
付
し

た
。
図
で
は
、
「
江
戸
時
代
の
「
ム
ラ
」
↓
ま
と
ま
り
が
強
い
〈
村
落
共
同
体
〉
。
「
伝
統
中
国
」
の
農
村
↓
ま
と
ま
り
が
弱
い
（
村

落
共
同
体
が
な
い
）
。
不
安
定
で
流
動
的
な
状
態
。
」
と
補
足
説
明
し
た
。

、
）
こ
の
部
分
に
は
、
滋
賀
秀
三
氏
の
説
明
（
前
掲
『
中
国
家
族
法
の
原
理
」
六
六
’
六
八
頁
な
ど
参
照
〉
な
ど
を
参
考
に
し
て
作
成

し
た
図
を
添
付
し
た
。
図
で
は
、
「
中
国
の
伝
統
社
会
の
家
族
↓
組
合
的
〈
助
け
合
い
）
。
↓
宗
族
の
財
産
を
つ
く
る
。
日
本
の
伝

統
社
会
の
家
族
（
「
イ
三
）
↓
財
団
的
。
」
と
補
足
説
明
し
た
。

盃
一
本
プ
リ
ン
ト
は
以
下
の
文
献
等
を
参
照
し
て
作
成
し
た
“
大
澤
正
昭
編
著
『
主
張
す
る
〈
愚
民
〉
た
ち
ｌ
伝
統
中
国
の
紛
争
と

解
決
法
』
一
角
川
書
店
一
九
九
六
年
菫
立
啓
二
専
制
国
家
史
論
ｌ
中
国
史
か
ら
世
界
史
へ
」
（
柏
書
局
一
九
九
八
年
一
・

拙
著
「
伝
統
中
国
の
法
と
秩
序
ｌ
地
域
社
会
の
視
点
か
ら
ｌ
』
一
汲
古
書
院
二
○
○
九
年
一
Ⅱ
な
お
、
詳
細
は
、
前
掲
拙
稿

（
皿
）
本
プ
リ
ン
ト
は
、
前
掲
相
原
「
中
国
語
の
学
び
方
』
一
○
一
Ｔ
一
○
六
頁
、
一
七
一
一
Ｔ
一
七
四
頁
な
ど
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。

な
お
、
プ
リ
ン
ト
の
実
物
は
手
書
き
で
、
中
国
語
部
分
は
ピ
ン
イ
ン
つ
き
二
資
料
２
．
３
］
も
同
じ
）
。

（
旧
）
本
プ
リ
ン
ト
は
、
滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
の
原
理
」
（
創
文
社
、
一
九
六
七
年
）
、
『
漢
民
族
と
中
国
社
会
」
（
山
川
出
版
社
、
一

九
八
三
年
一
第
Ｖ
章
「
社
会
結
合
の
特
質
」
一
執
雫
末
成
道
塁
上
田
信
『
伝
統
中
国
ｌ
〈
盆
地
〉
〈
宗
族
〉
に
み
る
明
清
時

代
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
’
九
九
五
年
〉
、
石
橋
崇
雄
『
大
清
帝
国
へ
の
道
」
〈
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
○
二
年
）
な
ど
を
参

－－～－－へ

１２１１ 
～－－－－－ 

拙
著
『
伝
統
中
国
の
法
と
秩
序
１

コ
宋
ｌ
清
代
中
国
の
法
律
と
社
会
」

代
』
（
講
談
社
選
書
メ

考
に
し
て
作
成
し
た
。

前
掲
拙
稿
「
授
業
の
工
夫
⑮
京
劇
紹
介
の
試
み
」
参
照
。

案
内
」
参
照
。

(219） 



一
狙
一
こ
う
し
た
テ
ー
マ
に
関
す
る
教
材
を
作
成
す
る
際
に
は
、
田
島
英
二
「
中
国
人
」
と
い
う
生
き
方
Ｉ
こ
と
ば
に
み
る
日
中
文
化

比
較
」
（
集
英
社
新
書
、
二
○
○
一
年
）
、
園
田
茂
人
「
中
国
人
の
心
理
と
行
動
」
〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
一
○
○
一
年
）
、
前
掲
三

潴
「
日
中
異
文
化
コ
ミ
ュ
ー
ー
ヶ
ー
シ
ョ
ン
論
序
説
（
そ
の
一
）
～
（
そ
の
三
）
」
や
註
（
５
）
所
掲
の
教
科
書
な
ど
が
参
考
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

(220） 


